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追
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江

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
七
日
、
金
沢
城
二
ノ
丸
御
殿
、
そ
の
殿
中
に

お
い
て
、
金
沢
藩
執
政
（
旧
年
寄
〈
八は

っ

家か

〉
（
１
））
本
多
政ま
さ

均ち
か

が
、
三
等
上
士
（
旧

平
士
）
の
子
山
辺
沖
太
郎
と
一
等
中
士
（
旧
与
力
）
井
口
義
平
の
二
人
に
刺
殺

さ
れ
た（

２
）。
政
均
は
、
す
で
に
幕
末
期
よ
り
、
加
賀
藩
年
寄
と
し
て
藩
政
運
営
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
が
、「
幕
末
期
よ
り
常
に
佐
幕
的
な
行
動
を
と
り
続
け
な

が
ら
、
新
政
府
成
立
後
は
、
一
転
近
代
的
改
革
を
推
進
す
る
中
心
人
物
と
な
り
、

藩
政
に
重
き
を
な
し
て
い
た
本
多
に
対
し
て
は
不
満
や
反
感
を
持
つ
も
の
が
少

な
く
な
か
っ
た（

３
）」

と
い
う
。
暗
殺
は
、当
事
者
こ
そ
山
辺
・
井
口
の
二
人
で
あ
っ

た
が
、
計
画
に
は
複
数
の
人
物
が
関
与
し
て
お
り
、
間
も
な
く
、
菅
野
輔
吉
・

多
賀
賢
三
郎
・
岡
山
茂
・
上
坂
丈
夫
・
松
原
乙
七
郎
・
岡
野
悌
五
郎
・
岡
野
外

亀
四
郎
ほ
か
、
約
十
人
が
検
挙
さ
れ
た（

４
）。

ま
た
、
こ
の
暗
殺
に
は
「
反
政
府
意

識
の
高
揚
と
、そ
れ
に
伴
う
尊
王
攘
夷
運
動
と
の
関
連（

５
）」
が
あ
る
と
の
疑
い
で
、

弾
正
台
か
ら
大
巡
察
と
少
巡
察
が
派
遣
さ
れ
、
尋
問
は
藩
と
弾
正
台
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
同
四
年
二
月
十
四
日
、
山
辺
・
井
口
の
二
人
に
は
自
裁
、

前
出
の
七
人
の
う
ち
、
菅
野
に
は
三
年
の
禁
錮
、
多
賀
・
岡
山
・
悌
五
郎
の
三

人
に
は
七
十
日
の
閉
門
と
処
分
が
決
定
し
た（
残
る
三
人
は
無
罪
）。と
こ
ろ
が
、

本
多
家
家
臣
は
菅
野
等
を
「
怨
敵
」
と
見
な
し
て
お
り
、
さ
ら
に
数
か
月
後
の

同
年
十
一
月
、
政
均
の
敵
を
討
つ
。

　

こ
こ
ま
で
、
こ
の
政
均
の
暗
殺
・
敵
討
ち
と
越
前
国
諸
藩
・
諸
県
と
の
間
に

関
連
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
山
辺
と
井
口
に
よ
る
暗

殺
は
金
沢
で
実
行
さ
れ
て
い
る
。
本
多
家
家
臣
に
よ
る
敵
討
ち
は
と
い
う
と
、

金
沢
、
長
浜
、
東
京
の
三
か
所
で
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

長
浜
で
の
敵
討
ち
で
、
討
手
は
金
沢
か
ら
長
浜
ま
で
、
北
国
街
道
を
南
下
し
な

が
ら
敵
を
追
跡
・
探
索
し
て
い
た
。

多
賀
を
追
う
芝
木
と
藤
江
　
―
河
地
文
庫
「
先
君
敵
討
之
義
に
つ
き
書
状
等
」
―

堀
　
井
　
雅
　
弘
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政
均
の
暗
殺
か
ら
敵
討
ち
ま
で
、「
こ
の
一
連
の
事
件
は
、
実
録
物
、
碑
石
・

銅
像
の
建
設
運
動
、
そ
し
て
小
説
へ
と
流
れ
込
み
、『
本
多
政
均
＝
勤
王
の
士

／
藩
政
の
改
革
者
』、『
本
多
弥
一
ら
一
二
名
＝
義
士
』
と
い
う
『
歴
史
的
記
憶
』

が
創
ら
れ
て
い
」
く
。
そ
の
中
で
、
政
均
の
暗
殺
・
敵
討
ち
は
赤
穂
事
件
と
重

ね
合
わ
せ
ら
れ
、
小
説
に
お
い
て
「
明
治
忠
臣
蔵
」
と
表
現
さ
れ
る
に
至
る（

６
）。

　

こ
の
よ
う
に
政
均
の
暗
殺
は
、
敵
討
ち
へ
と
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
つ

の
敵
討
ち
像
、
武
士
像
を
形
成
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
敵
討
ち
と
い

う
性
質
も
あ
い
ま
っ
て
か
、
そ
の
過
程
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
時
、
後
世
の
証

言（
７
）や
覚
書（
８
）、
事
後
に
作
成
さ
れ
た
口
書（
９
）等
に
依
拠
す
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。

た
だ
し
、
敵
討
ち
以
前
の
史
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
金
沢
市
立
玉
川
図
書

館
近
世
史
料
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
河
地
文
庫
」
と
い
う
史
料
群（

（（
（

の
中
に
福

井
か
ら
金
沢
へ
と
送
ら
れ
た
一
件
の
書
状
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
長
浜
の

敵
討
ち
で
、
敵
を
追
跡
・
探
索
し
な
が
ら
街
道
を
南
下
し
て
い
っ
た
討
手
が
、

追
跡
・
探
索
の
状
況
を
伝
え
る
た
め
に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。

　
　
　
一
　
河
地
文
庫
「
先
君
敵
討
之
義
に
つ
き
書
状
等
」

　

河
地
文
庫
は
、
本
多
家
家
臣
（
加
賀
藩
陪
臣
）
河
地
家
の
史
料
で
あ
る
。

　

主
家
本
多
家
の
初
代
政
重
は
、
諸
家
を
渡
り
歩
き
、
次
い
で
直
江
家
に
兼

続
の
聟
と
し
て
養
子
入
り
し
（
当
時
は
直
江
勝
吉
と
名
乗
っ
た
）、
そ
の
後
、

加
賀
藩
前
田
家
に
利
常
の
重
臣
と
し
て
仕
官（

（（
（

し
て
い
る
。
以
降
、
本
多
家
は
、

十
二
代
に
わ
た
っ
て
前
田
家
に
仕
え
、
加
賀
藩
（
金
沢
藩
）
の
年
寄
（
執
政
）

を
勤
め
た
。

　

河
地
家
の
初
代
半
左
衛
門
は
、
直
江
家

の
聟
養
子
時
代
の
政
重
に
出
仕
し
て
い

る
。
以
降
、
河
地
家
は
、
九
代
に
わ
た
っ

て
本
多
家
に
仕
え
、
家
老
や
頭
役
な
ど
を

勤
め
た
。
九
代
の
う
ち
、
八
代
弥
次
右
衛

門
保
弘
と
九
代
弥
保
定
が
政
均
に
仕
え

て
お
り
、
暗
殺
～
敵
討
ち
時
の
当
主
は
九

代
弥
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

こ
の
本
多
家
家
臣
河
地
家
の
史
料
で

あ
る
河
地
文
庫
に
は
、
八
件
の
政
均
の
暗

殺
・
敵
討
ち
に
関
す
る
史
料
が
あ
る（

（（
（

。
そ

の
う
ち
の
一
件
、「
先
君
敵
討
之
義
に
つ

き
書
状
等
」（
分
類
番
号
39
・
21
‐
６
）
が
、

前
述
の
書
状
で
あ
る
（
写
真
１
）。
書
状

の
差
出
は
芝
木
喜
内
（
定
経
）
と
藤
江
松
三
郎
（
高
虎
）
と
い
う
二
人
、
宛
名

は
本
多
弥
一
を
始
め
と
す
る
「
義
士
一
同
」
で
、
日
付
は
敵
討
ち
の
数
日
前（

（（
（

で

あ
る
。
芝
木
・
藤
江
・
弥
一
は
、
と
も
に
本
多
家
家
臣
で
、
芝
木
は
徒
組
近
習

手
水
役
、
藤
江
は
足
軽
、
弥
一
は
政
均
の
従
弟
に
あ
た
り
、
祖
父
の
代
に
本
家

か
ら
分
家
し
た
支
家
を
相
続
し
て
い
た
が
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
本
家
に

家
老
と
し
て
入
り
、
政
均
の
下
で
家
政
を
支
え
た
と
い
う（

（（
（

。

　

な
お
、
こ
の
「
先
君
敵
討
之
義
に
つ
き
書
状
等
」
に
は
、
標
題
の
書
状
の
ほ

か
、
三
点
の
書
状
と
一
点
の
決
議
書
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

写真１　河地文庫「先君敵討之義につき書状等」
　　　　（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵）
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［
合
綴
一
］

　
　
「（
橋
爪
平
策
書
状
）」（〈
明
治
四
年
〉
十
一
月
二
十
一
日
夜
、岸
清
三
郎
宛
）

［
合
綴
二
］

　
　

�「（
本
多
弥
一
書
状
）（
写
）」（〈
明
治
四
年
〉
未
十
一
月
二
十
三
日
、
土

方
宮
七
・
林
七
郎
・
河
地
弥
・
小
国
左
一
郎
宛
）

［
合
綴
三
］

　
　

�「（
矢
野
策
平
〈
察
倫
〉
書
状
）（
写
）」（〈
明
治
四
年
〉
十
一
月
二
十
二
日
、

土
方
宮
七
・
林
七
郎
・
河
地
弥
・
小
国
左
一
郎
宛
）

［
合
綴
四
］

　
　

�「
議
論
決
定
（
写
）」（〈
明
治
二
年
、
ま
た
は
三
年
〉
八
月
二
十
四
日
夜
、

冨
田
勘
次
・
牧
康
太
・
牧
久
太
郎
・
西
村
卯
右
衛
門
・
浅
井
弥
五
郎
・
本

多
伊
織
・
鈴
木
辰
四
郎
・
杉
坂
伊
左
衛
門
・
土
田
徳
三
郎
）

　

本
稿
で
は
、
多
賀
を
追
跡
・
探
索
し
な
が
ら
街
道
を
南
下
し
て
い
っ
た
芝
木
・

藤
江
の
両
人
が
、
追
跡
・
探
索
の
状
況
を
伝
え
る
た
め
に
送
っ
た
こ
の
書
状
、

河
地
文
庫
「
先
君
敵
討
之
義
に
つ
き
書
状
等
」
を
読
み
解
い
て
い
く
。

　
　
　
二
　
一
日
目
～
二
日
目
―
大
聖
寺
～
金
津
～
五
本
～
長
崎
～
森
田
―

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
七
日
に
政
均
が
暗
殺
さ
れ
た
後
、
金
沢
藩
は

同
日
中
に
山
辺
・
井
口
を
形
獄
寮
牢
揚
屋
へ
移
送
し
、
政
均
の
遺
子
資
松
（
後

の
政ま

さ

以ざ
ね

）
へ
の
遺
領
相
続
を
認
め
て
本
多
家
の
存
続
を
図
っ
た
。
そ
し
て
、
九

日
に
は
菅
野
を
、
十
日
に
は
多
賀
・
岡
山
の
二
人
を
一
類
へ
御
預
（
菅
野
は
同

月
二
十
八
日
に
形
獄
寮
縮
所
へ
移
送
）、
十
一
日
に
は
上
坂
を
指
控
、
松
原
・

悌
五
郎
の
二
人
を
一
類
へ
御
預
と
し（

（（
（

、ま
た
、知
藩
事
（
旧
藩
主
）
前
田
慶よ
し
や
す寧
も
、

親
翰
を
下
し
て
本
多
家
家
臣
に
「
心
得
違
無
之
様
」
申
し
聞
か
せ
て
い
た（

（（
（

。

　

い
っ
ぽ
う
、
主
人
を
暗
殺
さ
れ
た
本
多
家
家
臣
は
、
山
辺
・
井
口
を
「
賊
徒
」

「
怨
敵
」
と
表
現
し
、「
成
敗
」
と
そ
の
目
的
も
明
示
し
た
上
で
、
二
人
を
引
き

渡
す
よ
う
歎
願
を
繰
り
返
し
て
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
年
は
未
詳
な
が
ら
、
山
辺
・
井

口
の
処
分
が
決
定
す
る
以
前
よ
り
、「
怨
敵
山
辺
沖
太
郎
等
之
者
」
が
「
刎
首

等
ニ
被
仰
付
候
節
」
は
「
多
賀
等
之
者
怨
敵
与
決
定
」
す
る
と
し
て
お
り
（
合

綴
四
）、
山
辺
・
井
口
以
下
へ
の
復
讐
を
切
望
し
て
い
た（

（（
（

。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
同
四
年
十
一
月
十
六
日
、
本
多
家
家
臣
は
多
賀
が
「
大
坂

筋
江
出
立
之
由
」
と
い
う
話
を
耳
に
す
る（

（（
（

。
こ
の
多
賀
の
「
出
立
」
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
本
多
家
家
臣
は
敵
討
ち
へ
と
動
き
出
し
、
こ
こ
で
、
芝
木
と
藤
江

が
志
願
し
て
討
手
と
な
る
。
そ
し
て
多
賀
を
追
っ
て
金
沢
を
出
発
し
、
長
浜
ま

で
街
道
を
南
下
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
多
賀
は
、
七
十
日
の
閉
門

の
後
に
金
沢
県
の
少
属
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
出
立
」
は
出
張
で
、
多
賀
に

は
同
県
大
属
草
薙
良
平
と
い
う
同
行
者
が
い
た（

（（
（

。

　

書
状
の
記
述
は
、
十
八
日
か
ら
始
ま
る
。

［
史
料
一
］（
読
点
筆
者
、
以
下
同
）

　
　

�

大
略
御
免
可
被
下
候
、
然
ハ
過
シ
十
八
日
ニ
ハ
両
人
江
種
々
様
々
之
御
懇

情
難
有
御
礼
申
上
候
、
扨
ハ
当
日
ハ
無
事
ニ
シ
テ
参
、
尤
夜
通
ニ
参
、
翌

朝
六（

午
前
六
時
）

ツ
時
前
大
聖
寺
江
参
、
問
屋
ニ
而
尋
候
所
、
無
相
違
由
申
聞
、
夫
ゟ

段
々
探
索
い
た
し
候
所
、
金
津
問
屋
ニ
ハ
何
茂
通
ヌ
由
申
聞
、
五
本
地
蔵

茶
屋
是
茂
同
断
、
長
崎
右
同
断
故
、
何
ト
い
た
し
タ
ナ
ラ
バ
宜
敷
哉
与
案
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事
行
候
所
、
森
田
駅
本
陣
坂
口
平
助
方
ニ
而
承
合
候
處
、
右
之
者
フ
ウ
手

無
相
違
由
申
、
亦
問
屋
ニ
も
人
足
ハ
不
付
候
へ
共
、
無
相
違
由
申
、
其
上

丸
岡
県
江
行
居
候
由
問
屋
江
申
入
候
由
申
聞
、
是
ソ
天
ゟ
之
御
サ
ズ
ケ
ト

存
、
十
九
日
ハ
森
田
本
陣
ニ
泊
（
史
料
二
へ
）

　

十
八
日
、
芝
木
・
藤
江
の
両
人
は
「
義
士
一
同
」
か
ら
「
種
々
様
々
之
御
懇

情
」
を
受
け
た
後
、「
夕
八
ツ
時
頃（

（（
（

」（
午
後
二
時
頃
か
）
に
出
発
し
た
。
親
族

が
「
外
出
仕
罷
帰
不
申
候
に
付
御
管
内
等
遠
隔
之
所
迄（

（（
（

」
そ
の
行
方
を
尋
ね
ま

わ
る
中
、両
人
は
夜
を
徹
し
て
多
賀
を
追
い
、そ
の
ま
ま
街
道
を
南
下
し
て
い
っ

た
。
そ
し
て
十
九
日
朝
六
ツ
時
（
午
前
六
時
）、
大
聖
寺
へ
と
到
着
す
る
。

　

大
聖
寺
で
は
、
問
屋
（
伝
馬
所
）
で
情
報
を
収
集
し
、「
無
相
違
由
」
を
確

認
す
る
と（

（（
（

、
さ
ら
に
南
下
し
な
が
ら
探
索
を
続
け
て
い
く
。
し
か
し
金
津（

（（
（

（
現

在
の
芦
原
温
泉
駅
〈
あ
わ
ら
市
春
宮
〉
の
西
）
で
、「
通
ヌ
由
」
と
情
報
が
途

絶
え
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
五
本
（
現
在
の
坂
井
市
坂
井
町
五
本
）、
そ
し
て
長

崎
（
現
在
の
坂
井
市
丸
岡
町
長
崎
）
で
も
、
依
然
と
し
て
目
撃
情
報
は
な
く
、

し
ば
ら
く
の
間
、
行
方
を
見
失
っ
た
ま
ま
の
状
態
が
続
く
。

　

こ
の
間
、
両
人
は
「
何
ト
い
た
し
タ
ナ
ラ
バ
宜
敷
哉
」
と
心
配
し
な
が
ら
南

下
を
続
け
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
中
、「
夕
七
ツ
半
時
頃（

（（
（

」（
午
後
五
時
頃
か
）

に
「
森
田
駅
本
陣
坂
口
平
助
方
」（
現
在
の
森
田
駅
〈
福
井
市
栄
町
〉
の
東
）
で
、

「
フ（

風
体
ヵ
）

ウ
手
無
相
違
由
」
と
い
う
情
報
を
入
手
す
る
。
さ
ら
に
「
丸
岡
県
江
行
居

候
由
」
と
い
う
話
も
耳
に
し
、
こ
こ
で
、
行
方
を
見
失
い
か
け
て
い
た
多
賀
の

所
在
が
判
明
す
る
。

　

こ
う
し
て
、
両
人
は
「
是
ソ
天
ゟ
之
御
サ
ズ
ケ
」
と
ひ
と
安
心
し
、
こ
の
日

は
、
そ
の
ま
ま
本
陣
坂
口
平
助
方
に
宿
泊
し
て
い
る
。

　
　
　
三
　
三
日
目
―
森
田
～
福
井
―

　

二
十
日
、
前
日
の
う
ち
に
森
田
で
有
力
な
情
報
を
入
手
し
て
い
た
両
人
は
、

九
頭
竜
川
を
越
え
て
さ
ら
に
南
下
し
、
朝
の
う
ち
に
福
井
へ
と
到
着
す
る
。

［
史
料
二
］

　
　

�

翌今
日
ハ朝
福
井
江
参
種
々
相
尋
申
候
、
多
分
山ヤ
マ

丁チ
ヨ

ノ
多
葉
や
方
ニ
止
宿
い
た
し

候
由
ニ
付
、
色
々
タ
ン
サ
ク
仕
候
へ
共
、
未
名
之
義
不
相
知
候
へ
共
、
止

宿
之
義
ハ
無
相
違
候
故
、
ジ
ク
ト
見
定
本
望
ヲ
達
可
申
哉
喜
居
候
、
乍
去

廿
三
日
迄
ハ
見
合
哉
与
談
合
仕
候
、
且
又
此
所
ヲ
過
候
共
、
本
保
県
江
行

ニ
ハ
無
相
違
候
間
、
最
早
ヌ
カ
シ
申
間
敷
候
、
此
上
ハ
只
（
平
出
）
其
元

様
ヲ
御
キ
ハ
リ
申
候
、
且
又
此
使
ヲ
指
上
候
者
前
段
之
由
段
々
申
上
度
候

へ
ハ
、
宿
ニ
逗
留
之
手
段
な
く
故
指
上
候
間
其
御
ツ
モ
リ
、
又
々
忘
し
事

候
故
与
申
談
存
候
、
一
筆
成
共
御
手
紙
又
外
ニ
何
成
共
チ
イ
サ
キ
風
呂
敷

包
壱
ツ
為
持
、
其
夜
ハ
ヲ
ソ
ク
成
候
ハ
ヽ
一
夜
為
泊
之
様
奉
願
候
、
右
用

事
迄
如
斯
、飛
脚
ヲ
マ
タ
セ
居
候
而
書
候
悪
書
故
御
は
ん
じ
奉
願
候
、草
々

不
備

　
　
　

十
一
月
十（

二
十
日
ヵ
）

九
日
昼　
　
　

芝
木
喜
内
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九（
午
後
一
時
）

半
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
筆　
　

藤
江
松
三
郎
（
花
押
）



65

堀
井　

多
賀
を
追
う
芝
木
と
藤
江

　
　

弥
一
様
ヲ
御
初

　
　
　

義
士
御
一
同
江

　
　
（
史
料
三
へ
）

　

福
井
へ
と
到
着
し
た
両
人
は
、
情
報
を
収
集
す
る
中
で
、「
多
分
山
丁
ノ
多

葉
や
方
ニ
止
宿
い
た
し
候
由
」
と
い
う
話
を
耳
に
す
る
。「
山
丁
ノ
多
葉
や
」

は
山や
ま

町ま
ち

（
現
在
の
福
井
市
照て
る

手て

）
の
莨
屋
旅
館
（
写
真
２
）
で
、こ
の
四
年
前
、

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
二
日
に
坂
本
龍
馬
と
由
利
公
正
（
当
時
は
三

岡
八
郎
）
が
会
談
し
た
と
い
う
場
所
で
も
あ
っ
た
。

　

芝
木
・
藤
江
の
両
人
は
、
こ
の
「
山
丁
ノ
多
葉
や
方
ニ
止
宿
」
と
い
う
情
報

を
裏
付
け
る
た
め
、
さ
ら
に
探
索
を
続
け
て
い
く
。
宿
の
見
当
が
つ
き
な
が

ら
、
名
前
で
は
行
き
当
た
ら
ず
、
本
人
を
裏
付
け
る
確
実
な
情
報
は
入
手
で
き

な
か
っ
た
が
、
止
宿
は
や
は
り
「
無
相
違
」
よ
う
で
、
両
人
は
「
ジ
ク
ト
見
定

本
望
ヲ
達
可
申
哉
」
と
喜
び
つ
つ
、「
乍
去
廿
三
日
迄
ハ
見
合
哉
与
談
合
仕
候
」

と
頃
合
い
を
見
計
ら
い
、
敵
討
ち
へ
の
期
待
を
に
じ
ま
せ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
行
先
は
「
本
保
県
」（
現
在
の
越
前
市
本
保
町
か（

（（
（

）
で
間
違

い
な
く
、
ま
た
、
敵
を
追
い
抜
い
て
は
元
も
子
も
な
い
た
め
、
こ
こ
に
き
て
い

く
ら
か
余
裕
が
で
き
た
。
そ
こ
で
両
人
は
、
金
沢
の
「
義
士
一
同
」
に
こ
れ
ま

で
の
追
跡
・
探
索
の
状
況
を
伝
え
よ
う
と
、
飛
脚
を
ま
た
せ
な
が
ら
、
急
ぎ
し

た
た
め
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
書
状
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
多
賀
は
と
い
う
と
、
両
人
が
目
し
て
い
た
と
お
り
、「
山
丁
ノ
多

葉
や
」
に
逗
留
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、「
福
井
県
菓
子
屋
善
四
郎
方
」

（
写
真
３
）
に
沼
田
采
江
（
元
加
賀
藩
陪
臣
〈
斯
波
蕃
〔
津
田
玄
蕃
〕
家
家
臣
〉）

と
梅
原
可
也
（
元
加
賀
藩
陪
臣
〈
松
平
大
弐
家
家
臣
〉）
と
い
う
二
人
が
止
宿

し
て
い
た
。
後
日
、
沼
田
・
梅
原
が
金
沢
県
庁
に
提
出
し
た
「
多
賀
賢
三
郎
刺

殺
の
件
届
書（

（（
（

」
に
よ
る
と
、
沼
田
・
梅
原
は
「
東
京
勤
学
」
の
た
め
、
芝
木
・

藤
江
と
同
じ
く
、
十
八
日
に
金
沢
を
出
発
し
て
北
国
街
道
を
南
下
し
て
い
た
。

そ
う
し
て
、こ
の
日
は
「
菓
子
屋
善
四
郎
方
」
に
止
宿
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
「
煙
草
屋
久
平
方
」（
＝
「
山
丁
ノ
多
葉
や
」）
に
逗
留
し
て
い
た
多
賀
・

草
薙
か
ら
「
西（

相
談
ヵ
）談致

度
旨
」
が
あ
る
と
い
う
小
紙
が
届
く
。
沼
田
・
梅
原
は
、

写真２　�「たばこや　和木本久右衛門」（川崎源太郎〈編輯〉『福井県下商工便覧』
龍泉堂、1887 年）（福井県立歴史博物館所蔵・画像提供）

写真３　�「菓子屋　阪口善四郎」（川崎源太郎〈編輯〉『福井県下商工
便覧』龍泉堂、1887年）（福井県立歴史博物館所蔵・画像提供）
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六
十
二
巻
二
号

翌
日
、
二
十
一
日
に
「
煙
草
屋
」
を
訪
れ
、
求
め
に
応
じ
て
同
宿
し
、
そ
こ
か

ら
、
多
賀
・
草
薙
に
同
道
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
二
十
四
日
、
多
賀
が
刺
殺
さ

れ
る
場
面
に
居
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
書
状
に
は
追
伸
が
あ
り
、
芝
木
・
藤
江
の
両
人
は
、
そ
こ
で
現
状
を

申
し
添
え
て
い
る
。

［
史
料
三
］

　
　

�

二
白
申
上
候
、
私
共
宿
新
宿
ニ
而
伊
達
や
宗
助
与
申
所
ニ
居
候
、
又
々
前

段
申
上
候
通
、
乍
難
題
何
方
様
ニ
而
も
飛
脚
ヲ
一
夜
為
止
宿
被
下
様
奉
願

候
、
賃
銭
之
義
ハ
私
方
ニ
而
能
キ
様
致
候
間
、
此
義
御
カ
マ
イ
被
下
間
敷

候
、
以
上

　
　
　

追
か
け
て

　
　
　
　
　

水
も
た
よ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刺
刃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝
木
定
経

　
　
　

所ト
コ

は

　
　
　
　
　
　

元
来

　
　
　
　
　
　
　

大
県
御
沙
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
江
高
虎

　

両
人
は
「
伊
達
や
宗
助（

（（
（

」
と
い
う
新
し
い
宿
に
い
る
と
い
い
、
改
め
て
、
飛

脚
の
手
配
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
連
歌
を
詠
み
、
討
手
と
し
て
の

心
情
を
伝
え
な
が
ら
、
筆
を
お
く（

（（
（

。

　
　
　
お
わ
り
に

　

こ
の
後
、
芝
木
・
藤
江
の
両
人
は
、
多
賀
を
追
っ
て
さ
ら
に
南
下
を
続
け
、

二
十
四
日
、長
浜
県
坂
田
郡
長
浜
町
郡
上
町
（
現
在
の
滋
賀
県
長
浜
市
元
浜
町
）

で
「
本
望
ヲ
達
」
し
た
。

　

こ
の
敵
討
ち
の
数
か
月
前
、
七
月
十
四
日
に
は
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
、
八

月
九
日
に
は
「
散
髪
脱
刀
令
」（
散
髪
・
脱
刀
の
自
由
化
）
が
公
布
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
両
人
が
多
賀
を
追
跡
・
探
索
し
て
い
た
金
津
～
福
井
間
、
現
在
の
福
井

県
嶺
北
地
方
は
、
こ
の
こ
ろ
、
近
代
化
に
向
け
た
域
整
備
の
た
だ
中
に
あ
っ
た

（
ち
ょ
う
ど
芝
木
・
藤
江
・
多
賀
が
福
井
に
滞
在
し
て
い
た
十
一
月
二
十
日
に

府
県
統
合
が
実
施
さ
れ
て
い
る
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
敵
を
追
跡
・
探
索
し
な
が
ら
街
道
を
南
下
し
て
い
っ
た
芝

木
・
藤
江
の
両
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
敵
討
ち
は
、「
既
ニ
御
大
法
ヲ
以
夫
々

経
刑
典
被
仰
出
」
上
で
の
「
粗
暴
之
挙
動
」
で
あ
り
、「
朝
命
違
背
ニ
相
当
」

す
る
こ
と
も
承
知
の
上
で
あ
っ
た（

（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
、
書
状
の
宛

名
か
ら
、
両
人
は
「
義
士
」
と
い
う
自
己
意
識
の
下
、「
義
」
の
た
め
に
行
動

し
て
お
り
、
金
沢
の
弥
一
を
始
め
と
す
る
一
同
も
、
そ
の
意
識
を
共
有
し
て
い

た
と
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
義
士
一
同
」
の
意
識
か
ら
、
そ
れ
も
覚
悟
の
上
で
あ
っ
た
と

見
え
る
が
、翌
年
、明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
一
月
四
日
、多
賀
を
「
敵
討
ち
」

し
た
芝
木
・
藤
江
に
は
、
政
均
を
「
暗
殺
」
し
た
山
辺
・
井
口
と
同
じ
く
自
裁

と
い
う
処
分
が
決
定
し
た
。
敵
討
ち
の
た
め
に
街
道
を
南
下
し
て
い
く
芝
木
・

藤
江
の
両
人
の
姿
は
、
越
前
国
諸
県
民
、
そ
し
て
福
井
県
民
の
目
に
は
、
ど
の
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多
賀
を
追
う
芝
木
と
藤
江

よ
う
に
う
つ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
多
賀
は
、
二
十
一
日
に
「
煙
草
屋
久
平
方
」
で
沼
田
・
梅
原
と
合

流
し
た
後
、
草
薙
・
沼
田
・
梅
原
と
「
当
県
学
校
」（
明
新
館
か
）
で
「
学
則

等
大
略
見
聞
」
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
十
二
日
に
福
井
を
出
発
し
て
今
庄
駅
に

宿
泊
し
、
二
十
三
日
に
敦
賀
県
を
出
て
滋
賀
県
に
入
っ
て
木
ノ
本
駅
に
宿
泊
し

た
。
こ
の
時
点
で
四
人
は
、
そ
の
ま
ま
鳥
居
本
ま
で
同
道
す
る
つ
も
り
で
い
た

と
い
う
。
そ
し
て
二
十
四
日
に
木
ノ
本
駅
を
出
発
し
て
「
朝
第
十
一
字（
時
）頃
」（
午

前
十
一
時
か
）、
宿
駕
籠
に
乗
っ
て
長
浜
駅
を
通
り
か
か
っ
た（

（（
（

。

註（
１
）「
八
家
」
は
、
藩
士
中
最
高
家
格
・
最
高
身
分
の
家
柄
で
、
五
代
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀

の
代
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
職
制
改
革
後
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）

に
確
立
し
た
。

（
２
）
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫
「
本
多
従
五
位
殺
害
一
件
」（
手
写
）

（
請
求
番
号
16
・
44
‐
114
）
に
よ
る
と
、時
刻
は
「
四
時
過
」（
午
前
十
時
過
）、場
所
は
「
柳

之
御
間
御
廊
下
通
新
口
高
之
御
廊
下
中
士
頭
溜
り
入
口
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
３
）『
金
沢
市
史　

通
史
編　

２　

近
世
』（
金
沢
市
、
二
〇
〇
五
年
）
九
一
八
頁
～

九
一
九
頁
。

（
４
）
こ
の
約
十
人
の
ほ
か
、
暗
殺
か
ら
二
日
後
の
九
日
に
一
等
中
士
の
子
土
屋
茂
助
が
自

宅
で
自
害
し
て
い
る
。
な
お
、
菅
野
以
下
の
七
人
は
、
順
に
一
等
中
士
・
一
等
上
士
多

賀
左
近
の
弟
・
三
等
上
士
岡
山
久
大
夫
の
子
・
二
等
上
士
・
三
等
上
士
松
原
牛
之
助
の
弟
・

三
等
上
士
岡
野
判
兵
衛
の
子
・
同
で
あ
っ
た
。

（
５
）「
河
地
文
庫
解
説
」（『
河
地
文
庫
目
録
』〈
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
、

二
〇
一
八
年
〉
五
九
頁
）（
解
説
は
宮
下
和
幸
氏
に
よ
る
）。
同
目
録
は
同
館
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
佐
藤
宏
之
「
記
憶
の
か
た
ち
―
本
多
政
均
暗
殺
事
件
と
仇
討
ち
―
」（『
鹿
児
島
大
学

教
育
学
部
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
64
巻
、
鹿
児
島
大
学
、
二
〇
一
三
年
）。

（
７
）『
史
談
会
速
記
録　

合
本
10
』（
原
書
房
、
一
九
七
二
年
）
二
三
一
頁
～
二
三
五
頁
、

二
九
九
頁
～
三
二
三
頁
、五
三
五
頁
～
五
六
六
頁
。
話
者
は
戸
水
信
義（
元
本
多
家
家
臣
）。

（
８
）「
岡
山
茂
の
手
記
」（「
岡
山
茂
口
述
筆
記
原
稿
」
／
「
岡
山
茂
に
関
す
る
覚
書
」）（
中

村
慎
編
著
『
維
新
前
後
の
金
沢
藩

―
勤
王
の
志
士　

岡
山
茂

―
』〈
日
経
事
業
出
版

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
〉
に
収
載
）。
な
お
、
こ
の
「
手
記
」
に
つ
い
て
、
長
山
直
治

氏
は
「
成
立
年
代
、
作
者
、
作
成
事
情
な
ど
は
不
明
で
あ
」
り
、「
自
ら
関
わ
っ
た
事
件

で
あ
っ
て
も
史
実
と
の
食
い
違
い
が
目
立
つ
」
と
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
の
低
さ
を
指

摘
し
て
い
る（
長
山
直
治「
前
田
慶
寧
の
二
度
の
退
京
を
め
ぐ
っ
て

―
徳
田
寿
秋
著『
前

田
慶
寧
と
幕
末
維
新
―
最
後
の
加
賀
藩
主
の「
正
義
」―
』へ
の
疑
問

―
」〈『
北
陸
史
学
』

第
五
十
九
号
、
北
陸
史
学
会
、
二
〇
一
二
年
〉）。

（
９
）石
川
県
立
図
書
館
本
多
政
均
関
係
文
書
に「
石
川
県
士
族
本
多
弥
一
外
三
人
口
書
」（
壬

申
〈
明
治
五
年
〉
三
月
、
本
多
弥
一
・
冨
田
総
・
鏑
木
勝
喜
知
・
吉
見
亥
三
郎
→
石
川
県
庁
）

（
番
号
53
）
ほ
か
、
三
件
の
口
書
が
あ
る
。

（
10
）
前
掲
註
５
『
河
地
文
庫
目
録
』。

（
11
）
政
重
は
、
諸
家
を
渡
り
歩
く
中
で
、
前
田
家
に
も
仕
官
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
は
再
仕
官
と
な
る
。

（
12
）
前
掲
註
５
「
河
地
文
庫
解
説
」
五
六
～
五
八
頁
。

（
13
）
前
掲
註
５
『
河
地
文
庫
目
録
』
九
～
一
〇
頁
。

（
14
）
本
文
の
記
述
、
ま
た
「
飛
脚
ヲ
マ
タ
セ
」
な
が
ら
書
い
た
と
い
う
状
況
か
ら
、
後
付

の
日
付
「
十
九
日
」
は
「
二
十
日
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）戸
水
信
義「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝
」、同「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝（
続
キ
）」（『
史

談
会
速
記
録　

合
本
36
』〈
原
書
房
、
一
九
七
四
年
〉
四
一
一
頁
～
四
二
〇
頁
、
四
六
九

頁
～
四
八
〇
頁
）。
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六
十
二
巻
二
号

（
16
）
前
掲
註
２
「
本
多
従
五
位
殺
害
一
件
」。

（
17
）
河
地
文
庫
「
本
多
政
均
暗
殺
に
つ
き
御
親
翰
写
等
留
」（〈
明
治
二
年
〉
八
月
）（
分

類
番
号
39
・
21
‐
２
）。

（
18
）
河
地
文
庫
「
賊
徒
引
請
願
立
之
義
に
つ
き
申
上
状
」（〈
明
治
二
年
〉
九
月
十
七
日
）（
分

類
番
号
39・
21
‐
３
）、
同
「
本
多
政
均
暗
殺
に
つ
き
賊
徒
引
請
願
等
之
存
意
申
上
状
」（〈
明

治
二
年
〉
九
月
二
十
二
日
）（
分
類
番
号
39
・
21
‐
４
）、
同
「
本
多
政
均
暗
殺
に
つ
き
怨
敵

下
賜
歎
願
書
」（〈
明
治
二
年
〉
九
月
二
十
六
日
）（
分
類
番
号
39
・
21
‐
５
）、
同
「
元
主
人

本
多
従
五
位
様
暗
殺
之
詮
議
に
つ
き
嘆
願
書
下
書
」（
年
未
詳
）（
分
類
番
号
39
・
21
‐
７
）。

（
19
）
本
多
家
家
臣
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
十
四
日
に
も
、
形
獄
寮
へ
の
突
入

を
計
画
し
、
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
山
辺
・
井
口
の
二
人
が

自
裁
し
た
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
芝
木
が
「
乞
食
」（
原
文
に
よ
る
）
に

ふ
ん
し
て
形
獄
寮
、
次
い
で
与
力
町
（
現
在
の
金
沢
市
宝
町
）
の
井
口
宅
ま
で
偵
察
に

行
き
、
事
実
で
あ
る
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
計
画
の
実
行
を
中
止
し
て
い
る
（
前
掲

註
７
『
史
談
会
速
記
録　

合
本
10
』
三
一
〇
頁
～
三
一
一
頁
）。

（
20
）
本
多
政
均
関
係
文
書
「
多
賀
賢
三
郎
刃
殺
に
付
届
書
（
下
書
）」（〈
明
治
四
年
〉

十
一
月
二
十
五
日
、
芝
木
・
藤
江
→
石
原
大
属
）（
番
号
12
）。

（
21
）
草
薙
は
、
多
賀
が
刺
殺
さ
れ
る
場
面
に
居
合
わ
せ
、
芝
木
・
藤
江
の
行
動
が
敵
討

ち
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
町
役
人
や
彦
根
県
丁
へ
の
連
絡
を
手
配
し
、
翌
日
、

二
十
五
日
朝
に
両
人
を
彦
根
県
大
属
石
原
へ
引
き
渡
し
て
い
る
（
本
多
政
均
関
係
文
書

「
多
賀
刺
殺
の
件
届
書
」〈
辛
未〔
明
治
四
年
〕十
一
月
二
十
五
日
、草
薙
大
属
→
金
沢
県
庁
〉

〈
番
号
10
〉、
同
「
多
賀
少
属
刺
殺
に
付
届
書
（
下
書
）」〈
辛
未
〔
明
治
四
年
〕
十
一
月

二
十
五
日
、
金
沢
県
庁
草
薙
大
属
→
彦
根
県
石
原
大
属
〉〈
番
号
11
〉）。

（
22
）
前
掲
註
20
「
多
賀
賢
三
郎
刃
殺
に
付
届
書
（
下
書
）」。
改
暦
前
で
あ
る
が
、
本
多
政

均
関
係
文
書
「
多
賀
賢
三
郎
刺
殺
の
件
届
書
」（
辛
未
〈
明
治
四
年
〉
十
一
月
二
十
五
日
、

沼
田
采
江
・
梅
原
可
也
→
金
沢
県
庁
）（
番
号
９
）
や
前
掲
註
21
「
多
賀
刺
殺
の
件
届
書
」

「
多
賀
少
属
刺
殺
に
付
届
書
（
下
書
）」
に
は
「
第
十
一
字（
時
）」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

（
23
）
本
多
政
均
関
係
文
書
「
芝
木
喜
内
等
出
奔
之
躰
届
書
」（
辛
未
〈
明
治
四
年
〉
十
一
月
、

戸
籍
係
）（
番
号
17
）。
な
お
、嶋
田
伴
十
郎
と
上
田
一
二
三
と
い
う
二
人
も
同
時
に
「
出
奔
」

し
て
い
る
（
二
人
は
暗
殺
に
関
与
し
て
い
た
人
物
の
一
人
、
石
黒
圭
三
郎
〈
処
分
は
無
罪
〉

の
討
手
と
し
て
東
京
へ
）。
ま
た
、前
掲
註
15
戸
水
信
義「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝（
続
キ
）」

に
よ
れ
ば
、
日
時
は
未
詳
で
あ
る
が
、
多
賀
家
も
芝
木
・
藤
江
が
出
発
し
た
と
い
う
情
報
を

入
手
し
、「
賢
三
郎
ノ
援
助
ト
シ
テ
其
旧
臣
加
藤
某
ヲ
シ
テ
跡
ヲ
追
ハ
」
せ
た
と
い
う
。

（
24
）
大
聖
寺
で
は
、
代
々
、
板
屋
（
伊
藤
家
）
が
問
屋
・
本
陣
を
務
め
て
い
た
が
、「
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
起
き
た
馬
借
騒
動
」
に
よ
っ
て
罷
免
さ

れ
、
そ
の
後
は
大
和
屋
七
右
衛
門
が
板
屋
に
代
わ
っ
て
問
屋
を
務
め
た
（
本
陣
は
板
屋
が
継

続
）（『
加
賀
市
史　

通
史　

上
巻
』〈
加
賀
市
役
所
、一
九
七
八
年
〉
七
五
六
～
七
六
二
頁
）。

（
25
）
金
津
は
、
竹
田
川
に
よ
っ
て
北
と
南
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
北
に
北
金
津
町
、
南
に

南
金
津
村
・
金
津
新
町
が
あ
っ
た
。
史
料
中
の
「
何
茂
」
は
、「
北
金
津
」「
南
金
津
」、

あ
る
い
は
「
北
金
津
町
」「
南
金
津
村
」「
金
津
新
町
」
の
意
か
。

（
26
）
前
掲
註
20
「
多
賀
賢
三
郎
刃
殺
に
付
届
書
（
下
書
）」。

（
27
）
本
保
県
は
、
越
前
国
に
散
在
し
て
い
た
幕
府
領
を
引
き
継
い
で
成
立
し
た
た
め
、
飛

地
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
本
保
県
庁
の
所
在
地
で
あ
っ
た
丹
生

郡
本
保
村
（
現
在
の
越
前
市
本
保
町
）
の
意
か
。

（
28
）
前
掲
註
22
「
多
賀
賢
三
郎
刺
殺
の
件
届
書
」。

（
29
）
前
掲
註
20
に
は
「
夷
丁
伊
達
惣
助
方
」
と
あ
る
。「
夷
丁
」
は
「
夷え
び
す

町ま
ち

」（
現
在
の
福

井
市
照
手
）
で
、
山
町
と
は
斜
め
隣
と
い
う
位
置
関
係
に
あ
っ
た
。

（
30
）
発
句
を
詠
ん
で
い
る
芝
木
は
、「
発
句
ヲ
好
」
み
、「
客
舎
ノ
近
隣
其
節
義
ヲ
聞
キ
、

来
リ
テ
揮
筆
ヲ
乞
フ
者
多
シ
」
と
い
う
（
前
掲
註
15
戸
水
信
義
「
本
多
家
殉
難
十
七
士

略
伝
（
続
キ
）」）。

（
31
）
本
多
政
均
関
係
文
書
「
多
賀
賢
三
郎
等
殺
害
候
趣
意
書
（
写
）」（
明
治
四
年
十
一
月
、

芝
木
喜
内
・
藤
江
松
三
郎
）（
番
号
16
）。

（
32
）
前
掲
註
22
「
多
賀
賢
三
郎
刺
殺
の
件
届
書
」。


